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主食の量を知っていますか？

日々涼しくなり、新米など美味しい食べ物が多い季節になりました。食欲も

以前のように戻ってきたのではないでしょうか？

子ども達も、運動会の練習でお腹が空くのか、よく食べてくれていますが、

主食を多くしてしまうと、おかずや汁物などが入らなくなってしまいます。

給食は、一日3食分のうちの1食として計算されています。

目安としては、3歳以上児から米で50ｇ、ご飯だと120ｇくらいです。

（3歳未満児は８割の40ｇ、ご飯だと80ｇくらいを量って提供していま

す。）

白飯が苦手な子や、小食な子には、目安に関係なく、その子が食べられる量

の主食を用意してあげましょう。

給食の美味しい話

先日、さくら組が最後の夏野菜を収

穫しました。子ども達が、給食室に届

けてくれた時に、どんな料理の仕方が

良いかを聞いたところ、「なすびは、

みそ汁に入れて欲しい」とリクエスト

がありました。

給食の時間に、クラス訪問をすると、

汁の鍋はほとんど空の状態でした。

なすびが苦手な子どもが多いので、

残るのではと心配していましたが、大

林先生の話によると、「自分たちで育

てたのは残さない」と言って、食べて

いたそうです。「なすびが思い出に

なった」と可愛いコメントもいただき

ました。




